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4.朱筆は 『 』を付して示 した。
5.ロシア文字およびラテン文字は筆記体をローマン体になおした。ロシ
ア文字筆記体のT・皿はそれぞれ下線 ・上線をともなって書かれる場合




低限のコンマ,ピ リオ ドは[]を 付してこれを示した。






院のrロ シア ・教会スラブ語辞典』(参考文献B・2)に主に依拠 した。
ただし当時のロシア語の綴 りは,概 してラフであることを心得てお くべ
きである。











文 法 規 範 附 言
此編 ハ営 テ兀老サ著述セル彼文 法ノ規則 ヲ書記スル
者也 。名テFpaMMaTHKaト云フ。和 蘭ニスプラーカ
カ コンス ト(1)卜云フモノ有 り。凡是 ト相同シ。故 二編 中和 蘭 ト同義ノ
有ル者ハ其許名亦今蘭學社中二通用スル者 ヲ用フ。此
　　 　　














注1.「 カ 」 重 複 。 正:ス プ ラ ー カ コ ン ス ト。2.正:PocciticKaro.3.正:nepeBon-
qHKo肌.4.正:BacHnHeMs.5.正:ronoBHHHblMち(ゴ ロ ヴ ニ ー ン)。 た だ し 幽 囚 中





然リ。 馬 場 貞 由謹 話




モ 　 　 　
BoBpeMfiHecgacTHaro(4)
チノ を 　 む
Moeronpe6BaHi兄(5)B5MaT-








注1.京 大 本 な し。2.「左 」 とあ る こ とに 注 意 。 これ に よ って も本 書 が ゴ ロヴ ニー ン
か ら示 さ れ た 横 書 きの ロシ ア 語 テ ク ス トか らの 翻 訳 で あ る こ とが わ か る 。3.正:
npe叩cnoBie.4.正:HecgacTHaro.5.正:npe6biBaHiH.6.正:HMnepaTopcKoMy.
日 本 帝 王
刃noHcKoMyHMnepaTopy
憐 恵 被 命
6naroyronHo6bulonoBen七Tb






















注1.正:PyccKaMH.な お形 容詞pYccKitaはこれ 以 下 で も頻 出 す る よ うに 一c一を1つ
だ け で 綴 る形 が古 くあ っ た 。 当 時 は 俗 用 と して 残 って い た もの か。viz.nonHKapnoB,
1704.2.正=1くopa6nHMH.3.正=Bとpの間1字 墨 で抹 消 し,そ の上 方 に セを書 く。
4.正:06sHcHeHie.5.正:fipfl－の とHの 間 に パ ー レン を 用 い てiを 書 き加 え る 。
「不 娯 」 の 前 に 「弁 」 の1字 あ り,墨 で 抹 消 。6.正:6e3cnoKoHcTBb.































































































可 ラル 容易 理会
MorJIH6blnerKoHoHATb.
BallllliHronOBHHS(1).
右(2)附 言 酬 詳
予 不 幸 ニメ松 前 二在 ル時 按二松前二捕ハレ居ル間 ヲ云フ 大 日本 國 王 ノ
憐 恵 ヲ以 テ其 官 人 二命 シ魯 西 亜 ノ船 ト臆i接セ シム。 按 ニナシ リ島(3)二於 テ酉年10
松前御役 人 ト魯ノ船長 ト懸接ア リシヲ云フ。 薮 ヲ以 テ不 娯 ノ事 跡 ヲ 按 二不娯 ノ事跡 ト云 フ
ハ乱妨 ノ始末 ナラソ」(4オ)11
注1.正:BacHnitironoBHHHs.ただ し,ronoBHHHbはronoBHHsとあ っ た か も 知
れ な い 。1オ 注5を 見 よ。2.現 実 に は 「左 」。 こ こ で は 日本 流 の 訳 文 。 以 下 に も しば
しば 出 て くる。3.正:ク ナ シ リ島。
宜ク解 明セスンハ能ハスト云 ブコノ誠道 ヲ開ヶリ。按三共ノ所以ヲ辮セ子八事調ハサルト云
フ誠ノ手績力1
知レタリト云フ意也。斯 ノ如ク両國二多ノ騒擾 ヲ襲セシバ即商船 ノ酋
長ホウ ヲシ トフ無法ノ乱行 ヲ為セシが故也。余一朝
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卒然 トメ思 ラク。彼 ノ辞宜 ノ為二此約暑魯西亜学語法 ヲ
著ハシテ予ヵ感謝 ノ意 ヲ日本ノ諸 官人二表セント。然 レ圧予是ヲ撰
著スルニ必要ノ書籍 ヲ貯ヘス。因テ唯諸記 スル所ヲ書記スル而已。
故二遺 漏ナク全備撰述 ヲ遂ル寸能ハス。予敢 テ言フ。予が必要
ナラソト考 思フ寸ノ考へ出ス儘ヲ専ラ髪二詳書スト。○若シ天命二
因テ魯西亜 ノ國人此小i著述ヲ看ルコ有ル トモ必此謬
誤 ヲ誹評 スルー]勿レ。如何 トナレハ第一ハ予航海家ナリ。故二
学語 ノ法二於 テハ甚 熟達 ノ人二非 ス。第二 二八此学語 ノ法ハ日」(4ウ)
5
10
本 人 ノ為 二著 セハ彼 が容 易 二解 シ得 可 キ言 語 及 ヒ其 文 例 ヲ








約 暑 魯 語 文 範 日 本 詩 家 諸 君 ノ為 二





HHHHM七 鉛 筆 で 下 線 。3～9行 両 側 に 鉛 筆 囲 み 。 京 大 本 と も に な し 。
文 法 規 範 総 論
夫 レrpaMMaTHKa文範ハ結約二語 リ
適正二書記 シ得ルノ法ヲ教ル者也。此 中ヲ四箇二分ッ。
塞(品 品 ζ晶6只ω 是ハ辞ヲ正記スル法ヲ教ル也。




碁3THMonorifl是ハ語類 ノ性 品二匿別 アルヲ教 フ。
彗C孟 三品㍍ 玉 是ノ・言 辞章 句ヲ連接スル法ヲ教 フ。
プロソヅイや
茜npoconiH是 ハ辞 ノ講習ヲ教 ルナリ。 此四分スル中ニテ







注1.正:OpeorpaΦi兄.2.-b－を 鉛 筆 で 抹 消 し,
大 本 す べ て 墨 に て 行 な う。
その上方に(H)と鉛筆で書 く:京
qaCTMpbqM(1)辞品 科 ト云 。 其 各 名 二八
第 －ldMfi名 辞 。 是 ハ 品 物 二用 ル辞 也 。 如 設
nepo(2).筆[,]6yMara(3),紙等 ノ如 キ即 是 也 。
第 二MiSCTOIIMeHie代名 辞 。 是 ハ
ト ぴ な
MMH二代 テ用 ル辞 也 。 如 設fl[,]Tbl[,]0肌 是 ナ リ。
第 三rnarons(4)働辞 。 是 ハ動 他 ○ 鼓 動
エ ス　
及 ヒ動 静 ヲ示 スニ用 ル辞 也 。 如 設fl(5)nHllly
ヲ　　 ホ 　セ
rpaMMaTHKy[.]予(6)文 範 ヲ 書 ス。Tblnro－
ラル ニ　 ぽ
6HMS60rOMb[.]休 被 神 愛(7)。O肌 》KM－
ダ　　 ニ　　
BeT5cgacnHBO(8)[.]彼ハ幸 福 二渡 世 ス。 等 ノ成 語
ラ







ン ト記号。京大本も同じだが,墨 書。5.「我」に鉛筆で格助詞 「ハ」を付加。京大本
「ハ」は墨書。6.「予」に鉛筆で格助詞 「ハ」を付加。京大本 「ハ」は墨書。7.「祢ハ
被ル神二愛セ」と格助詞 ・送 り仮名等を鉛筆で付加。このうち京大本は 「ハ」「ル」「二」
を墨書。「セ」はなし。8.正:cqaCTnHBO.
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)KHBeTS渡世 ス 等 ノ類 ヲrnaronsト云 フ也 。
第 四nPllqaCTie分働 辞 。 是 ハ名 辞 ト
　
働辞 トヲ連合スルニ用 フル辞也。如設ハqenOB蚊ち,
　トコ白 日　ロ ボレル 　レリ
KoTopH哲BgepanpH七xaJIる(1)[,]cKa－
二ヂ




CKa3aJI5M酷.訳同上。按 二前 句 ノnPH[一]
iSxaJI5(1)来レリ ト云フハ働 辞 也 。 後 句 ノnpvabxaB－
皿eti(2)ト云 フハ名 辞 ノqenOBiSKbノ冠 辞 ニナ リテ下 二績 ク辞 ナ リ。
此np舳xaBme貢(2)ノ如 キヲnp四acTieト云 ナ リ。




注1.正:npiexans.2.語 末 －etiのeを 鉛 筆 でiに 訂 正 。 京 大 本 は 明 瞭 にiと す る 。
す な わ ち －BIIIin.正:fipibxaBmiti.ただ し －B皿etaも許 容 形 。
　
及 ヒ所以 ヲ短簡 二云ヒ示ス辞ナリ。如設ハTenePb[,]
　
naJleKO等ノ類是也。
第六npepmors冠辞。是ハ事物 ヲ云 フ辞 ノ
　 ムは
上二冠メ其動静 ヲ示 ス辞也。如設H)KHBY
モ ぽ な べ
B5(1)MaTM舳[.]予 住子松前。OHb
ル　　 ず 　 　
npH6nM)KaeTcslK5(2)cTapocTH.
彼ハ老衰二近寄ル。 ト云 フ成 語 中 ノB5(3)[,]Kb(4)ヲnpennorb卜云フ。
第 七Coκ03s助 辞 。 是 ハニ 句 ヲ一 連 スル時 二用 ヒ
　 　 な ぽ
亦 不 定 時 ノ句 二用 フ。 如 設fiCTaPb[,]a(5)OHS
　シ 　シ モ
Monons[.]予 老 然 彼 若 。ECJIH(6)fl





注1.「 干 」 の前 に 鉛 筆 で ○。 京 大 本 同 じ。2.「干 」 の前 に 鉛 筆 でO。 京 大 本 同 じ。
3.肌 の 上 方 に鉛 筆 で ○。 京 大 本 同 じ。4.Kbの 上 方 に鉛 筆 で ○。 京 大 本 同 じ。5.a
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と 「然 」 と間 に 鉛 筆 で0。 京 大 本 な し。6.「若 シ 」 の 前 に 鉛 筆 でO。 京 大 本 同 じ。7.
「則 」 の 前 に 鉛 筆 で ○。 京 大 本 同 じ。TOの う し ろ に鉛 筆 で 〈,〉あ り。 京 大 本 墨 書 で
〈,〉あ り。8.京 大 本 〈.〉な し。
若 シ予 死 ナハ則 彼 ハ可 愁 。 ト云 フ成 語 中 ノa,ecnn(1)
等 ノ辞 ヲCoro3sト云 フ也 。
第 八Me3nyMiSHie(2)嵯嘆 辞 。 是 ハ
意 識 ノ褒 動 ヲ示 ス辞 也 。 如 設Axs,OXb.漢 人 ノ
鳴呼 ナ ド云ヘ ルが如 キノ類 是 也 。
名 辞 篇 第 一
原 名HMfl亦HMeHH(3)ト云 フ。
夫 レHMfi二 二 種 有 リ。 其 一 ヲ實 名 辞
Cy田eCTBHTellbHoeHMHト云 フ。
其 ニ ヲnplinflraTenbHoe(4)llMfl




注1.a,ec皿Hの 各 上 方 に 鉛 筆 で ○。 さ らにec皿 の う し ろ に鉛 筆 でTOと 書 き こむ 。
京 大 本a,ecn"各上 方 の ○な し。Toは 墨 書 に て あ り。2.正:Me)KnyMeTie.ある い は




　 　 　ロ の　　
ropo晒,AOMb,xaJlaT5等ノ如 シ。
第 二HMflnPHnaraTenbHoe.
属 名 辞 ハ實 膿 物 ノ形 容 ヲ云 フ辞 也 。 如 設 ハ
MHOr皿oAHblti(3)人多 ノ[,]耳epeBfi-
HHblti木造 ノ[,]IIIenKOBota(4)絹ノ等 是 也 。





meeHMfi有 膿 名 辞 ト云 フ。
其 二HapHuaTenbHoeHMfl」(8オ)
10
注1.「 實 」 と 「題 」 の 間 に 「物 ヲ」 とあ って 抹 消 。2.京 大 本 も朱 書 き。3.語 中 －rn－
の 間 に 鉛 筆 に て0を 書 き込 む 。 京 大 本Oは 墨 書 。 さ ら に 京 大 本,語 尾 の －Hbltaを
－HbiPtと綴 る。4.eの 上 方 に鉛 筆 で 〈"〉とア ク セ ン ト記 号 を 付 す。 京 大 本 〈"〉墨 書 。
5.京大 本HaCTa"一.
無 膿 名 辞 ト云 フ。
其 三qHcnHTenbHoeHMfi
数 名 辞 ト云 フ。
其 四Co6HpaTenbHoellMfl
復 員 名 辞 ト云 フ。
第 一 二云 ヘル有 髄 名 辞CYIIIeCTBvaTenb-
HoeHMHハ 眼 目 ヲ以 テ見 知 ル可 キ髄 アル物 ノ名 ヲ云 フ也 。
如 設 ハ1〈aMeHb(1),石[,]Bona,水[,]
耳epeBO,木 等 ノ類 是 也 。
第 二 ニ云 ヘル無 艘 名 辞HaPHuaTe-




注1.KaMeHb,Bona,八epeBoのう しろ の 〈,〉は原 本 の ま ま。 この よ うな 書 き方 は
以 下 に もで て くるが,以 後 一 々指 摘 しな い 。
以 テ知 ル物 ノ名 ヲ云 フ也 。 如 設 ハPa3yMb,智[,]
H八e>KHa(1),欲[,]neqanb.愁等 類 是 ナ リ。
第 三 二云 ヘル数 名 辞 「IHcnbTenbHoe(2)
vaMflハ何 二依 ズ物 ノ員 数 ヲ云 フ辞 ノ名 也 。 按 ニ一封二連三具
ナ ド云ヘル。比翼連具等 ノ名辞 ヲ云 フ。
第 四 二云 ヘ ル復 員 名 辞Co6HpaTenbHoe





CTaAO.群衆 等 ノ類 是 也 。
又 名 辞 二 〇6111iHHMeHa通名 卜
Co6CTBeHHbiH本名 トノ別 有 リ。」(9オ)
10
注1.鉛 筆 で 〈Hane)Kna:〉と書 き込 み 訂 正 。 京 大 本 な し。2.正:qHcnHTenbHoe.
3.語末 のbを 鉛 筆 に て5と 訂 正 。 京 大 本bと 墨 書。4.上 方 に 「一 □ 」 と鉛 筆 書 きあ
り。2字 目読 め ず。 京 大 本 な し。
其 通 名 ト云 フハ概 メ云 フ名 也 。 如 設rocynaPCTBO,
官 理[,]ropons,府[,]ocTopoBb(1),島 等 ノ類 是 ナ リ。
其 本 名 ト云 フハ唯 一 物 ヲ斥 テ云 フ名 辞 也 。 如 設 ハ
flnOHifl,日本[,]MaTMatS松前[,]HTypnyイヅ ゥルプ(2)等ノ類 是 ナ リ。
或 ハ物 二封 シ事 二比 スル時 名 辞 二因 テ本 名 変 メ 通 名 トナ リ又
通 名 変 メ 本 名 トナルー]有り。 如 設flnOHells,日本人 卜
云 ヘル辞TeCKe(3)貞助 卜云 ヘル辞 二封 スルハHnOHellsハ
通 名 ニメTeCKeハ本 名 也 。 然FEflnOHellbノ辞
qenOBiSKa(4)人類 ノ辞 二封 スル寸 ハ即 本 名 トナル也 。
凡 名 辞 ハPOAts(5),種類[,]qHcnb(6),軍復 及 ヒ




注1.正:OcTpoB5.2.MaTMab以下 は 双 行 。 な おHTypnyは現 代 語 はHTypyn.3.
TeCKeの次 に 小 字 抹 消 あ り。 文 字 あ るい は記 号 か 不 明。 京 大 本 同 じ。4.正:qenOBis
Kち.5.正:Pons.6.正:qHcno、7.正:nane)Kb.











凡 ソ陽種二属 スル者第一 ハ諸 活物牡雄 ノ名也。第二ハ
男子二属 スル諸官名也。 但BoeBona,隊長[,]
naHla,官名[,コAra.同上 等 ノ如 キハ陰極 ノ語尾
有 卜reva按二語尾二a字アル者ハ陰極ナリ。後二出タリ。猶陽 二加フル也。 第三ハ語尾
5ヲ10
以 テ止ル名辞也。陽極 ノ語類先 ッ斯 ノ如 シ。然re異邦 ノ人 ノ」(10オ)
注1.正:HMeHち.た だ しHMHH5の形 も ロモ ノー ソ フ(参 考 文 献A-L以 下 同 じ)は
許 容 して い る。
魯西亜 ヲ學 フ老 ノ如 キハ一法ヲ設 テ此 二倣 テ他 ヲ推知 ス可 ラス。




良書 ノ 如キハ陰極ナレハ也。故二是ハ習練二因テ知 り得ルノ外術ナシ。
)KeHCKi口Po耶.陰種第二
凡陰 種二属スル物 ハ第一ハ諸活物牝雌 ナル物ノ
名皆此種 類也。
第二 ハ婦人二属スル官名也。




注1.Kopbは ふ つ う女 性 す な わ ち 陰 極 。 た だ しnollMKapnoB,1704ある い は 方 言 で
は 男 性 す な わ ち 陽 極 。 ま た最 近 刊 の11-17世紀 ロ シ ア 語 辞 典 で は男 性 お よび 女 性,18
世 紀 ロシ ア 語 辞 典 は 女 性 お よび 男 性 と標 示 す る。2.正:Bnaro-.
















2.Mを 抹 消 して さ ら に下 方 にMを 書 く。 京 大 本 同 じ。3.正:
第 六 ハ地 名 官 理 郡 縣 等 ノ名 ノ端 尾 月字 二止 マル者 八
苦 是 也 。 但 地 名 ト離 任端 尾 月字 ニテ止 マラサルモ ノハ揚 程
也 。 如 設 ハKHTaM(1),支那[,]TH6eTS,
チ ベ ッ(2)等ノ如 シ。 如 何 トナレハMHoronH)nHoti(3)
KHTaH(1),人多 ノ支 那[,]npeBHota(4)TH6e-
T5,往 古 ノチ ベ ッ ト云 テMHoronK)nHafl(5)
1くvaTati,又nPeBHaH(6)TM6eTbトハ
云 ハ不 レハ也 。
CpenHitaponb[.]中種 第 三
凡 中 種 二属 スル者 ハ第 一 ハ端 尾e⑦ 字 ニテ止 ル名 辞




注1.正:KHTati.2.「 チ ベ ッ 」 は ま ま 。3.正:MHoronKonHoti.4.正:npeBHen.5.
正:MHoronH)nHaH.6.正:叩eBH朋.7.「 尾 」 とeの 間 にHが あ り こ れ を 抹 消 す る 。





第三ハ端尾 兄字 ニテ止ル名辞也 。如設ハ











也 。 此 種 類 ノ辞 魯 語 ニハ甚 少 シ。 右 ノ外 尚 少 シク有 ノ ミ也 。1
[O](1)qHc吐.軍復 員 数 二二 種 有 リ。
其 －EnMHcTBeHHoeqHcntS(2),軍員
其 二MHo》KecTBeHHoeqHc酷(2).復員
軍 員 バ ー 箇 一 物 ヲ斥 テ云 フ時 二用 ル法 也 。 如 設 ハ5
0nHHbqenoBeKs(3),一人[,]OnHaJlo-
IIIaAb,一馬[,]OnHOnbllo.一 事 等 ノ如 シ。
復 員 ハニ 箇 二 物 以 上 ヲ斥 テ云 フ時 二用 ル法 也 。 如 設 ハ
ABaqenoBiSKa(4),二人[,]TpHJIo-
IIIanH,三馬[,]nflTb坤 兀L.五 車 ト為 ス10
是 也 。 按二斥ス所 ノ物 ノ単復 ノ違二因テ辞尾 ヲ輔スル ヲ云フナ リ。即qellOBbKS,」(12ウ)
注1.23オ の 《OCTefieHflxbypaBHeHiA》とOが 用 い ら れ て い る こ とに 従 う。 ゴ ロ
ヴ 二 一 ン の テ ク ス トに は 《OqHcnis.[数につ い て]》 とあ っ た と推 定 され る。 な お,
ロモ ノ ー ソ フ も同 じ。2.正:qHcno.3.正:gellOBbKb.4.ilにな ぞ りあ り。 京 大 本
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明らかに土.なお以下数詞 と結合する名詞については,数 のみならず格も問題 となる
が,こ こではそこ迄は言及されず,か つまた数についても誤認があるが,今 問題とは
しない。
箪員ヲqenOBbKa復員 トナシ"omaAb単 員ヲ
刀O皿a日H復員 トナシ 齢no単 員 ヲnbHS
復 員 トナスノ類ニテ皆語尾 ノ轄 異ヲ云フ。 魯語 ノ中二八復 員ノ例二
書記メ猶一物 ヲ斥ス者有 リ。如設 皿TaHbltw子[,]
モ 入ヒキ
CaHH権[,]HO)KHHUbl鋏等 ノ如 シ。然 レ圧
此類ハ最少 シ。
凡名辞 ノ単員 ナル者 ヲ復員 ノ辞 トナスニ其法一 ナラズ。 各語 ノ
尾 ナル字二因テ異 ニスル也。又辞 二因テハ其定法 ナキ者有 リ。如設ハ
qeCTb尊敬ハ単員qeCTHハ復員
CoBiScTb意ハ単員CoBbcTHハ復員也。










)KeHmHHbl他。Bona,水 ハ単Bonbiハ 復 。
其 他KHHra書 籍 ノ単 員 ヲKHHmト 復 員 ニ ナスナ リ。
又 復 員 ノ辞 尾 其 冠 ル所 ノ数 字 二 因 テ変 スルコ有 り。 如 設 ハ
TPH>KeHIUHHbl三女[,]n肌b
)KeHIIIHHb五女[,]ABbKHHrH二 書[,]
HleCTbKHHrb六書 等 ノ如 シ。




注1.「 トナ ス」 は 「トナ サ ス」 の誤 り。
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用 ルbl或 ハHノ 代 二bヲ 用 フ。 是 大 凡 通 例 ナ リ。
八aBHHocTo(1)九十[,]CTo－ 百[,]nBec-
TH二 百[,]TPHCTa三 百[,]TblCflqa
－ 千 等 ノ数 字 ハ其 尾5或 ハb二 止 ラ不 トrere是二属 スル
名 辞 ノ尾 字 ヲ変 スル■猶 右 ノ如 シ。 即 如 設 ハnHna
鋸 ハ里 員 辞 也 。 是 二CTO－ 百 ヲ 冠 スル 時 ハnHnaヲ
nHnちこ作 テCTonHnち 百 鋸 トナス也 。
第 二 ハ単 員 ノ時 評 尾 二e字 ニテ止 ル者 ハ復 員 ノ時 或 ハ
a或 ハbl或 ハH或 ハeH(2)或ハeBb等 ノ字 二変 スル也 。






HeB5五 日 トナ シ 又Mope海 ハ 軍 員 也 。
復 員 ノ寸 ハMOPH,八BaMOPfl二 海[,]
皿eCTbMopeta六海 トナス。 亦>Kena-
Hie賀ハ単 員 辞 也 。 復 員 ノ時 ハ ■leTblpe
)KenaHifl四賀[,]CeMb)Kena-
HieB5七賀 トナス也 。










注1.綴 り未 確 認 。
数 辞 ヲ冠 ル時 ハHヲeH(1)二作 ル也 。 1
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ツマル
第 四 端 尾 二結 苗字 アル名 辞 ノ復 員 ホ ナル 時 ハ其 ロ ヲ
fl或ハ引 クH二 轄 スル也 。 但 其 名 辞 ノ上 二b或 ハbニ テ止 ル
数 辞 ヲ置 時 ハu或 ハflヲeB5二作 ル也 。 如 設 ハ
Bopo6eti雀ハ 単 員 ナ リ。Bopo6bHハ復 員 ナ リ。
又 八BaBopo6朋 二 雀[,]AecflTb
Bopo6beBs十雀 トナシMypaB頭 蟻 ハ単 ナ リ。
復 ノ時 ハMypaBbH二 作 リ又TpHMypaBbfl
三 奥義[,]2[[BeHaTUaTb(2)MYPaBbeB5
十 二 蟻 トナス也 。
第 五 端 尾 二 〇宇 土止 ル名 辞 ノ復 員 ノ時 ハo字 ノ代 二」(15オ)
5
10
注1.正:eti.2.正:八BiSHanuaTb.た だ し ロ モ ノ ー ソ フ は 耳BeHaTuaTbの綴 り。
bfi或ハa或 ハeB5二 韓 スル也 。 如 設 八
日epeBO樹木 ハ 単 員 ナ リ。 復 員 ノ時 ハ 八epeBb只ナ リ。
ABa丑epeBa二樹[,]nHTb耶peBb-
eB5五樹 トナス也 。 又nepo筆 ハ単 員 ナ リ。 復 員 ノ時 ニハ
nePbflナリ。 八Banepa二 筆[,]CTonep-
beB5百筆 トナス也 。 辞 尾 ノ韓 例 凡 先 ッ斯 ノ如 トreve
又 比 例 ヲ以 テ押 ス可 ラ不 ル有 り。 如 設fl6nOKO林
檎 ハ単 員 也 。 復 員 ノ寸 八 月6nOKHトナ シ或 ハ 月Ba
fl6nOKaニノ林 檎 或 ハnflTb"6no-
KOBb(1)五ノ林 檎 トナス也 。 又qyno珍 品 ハ 単 員 ナ リ。




注1.現 代 語 で は ふ つ う 月6nOKと中 性 の 複 数 ・生 格 と な る 。 た だ し 当 時 は
fl6」OKOBSの形 もあ った 。 参 考 文 献B.3を 参 照 。
nzTbqyns.五ノ珍 品 トナス。 又C朋THno.天 象 ハ 単 員 也 。 1
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復 員 ノ時 ハCBflTHIIblトナシ或 ハ 八BaCBHTHnaニノ天象[,]
IIIeCTbCBHTan5ト作 ス也 。 斯 ノ如 ク辞 二因 テ尾 ノ轄 例 ヲ
異 ニス レハ愛 二蓋 シ難 シ。 宜 ク習 練 ヲ以 テ是 ヲ知 ルヘシ。
第 六(1)単 員 ノCo6cTBeHHblfl(2)HMeHa本名 辞 八
端 尾 凡 皆y字 二終 ル。 如 設 ハrocnonzHsnHHneHay[,]
rocnonbJIKoAay(3)人名 等 ノ如 シ。 復 員 ノ時 ハ此y字 ヲBbI
或 ハBoBb二 代 フ。 即JIHHneHaBbl,JIHHneHaBoBsト作 ス也。
第 七b字 ニ テ端 尾 ノ止 マル 名 辞 ハ復 員 ノ時 二至 テハ此 る ヲM,bfl,
EBS,a,bl,OBb等二代 フル也 。 亦 時 トシテハ 単 員 ノ如 ク復 員 モ其 辞 ノ
字 変 スル事 ナキ■ア リ。 即 其 例 如 左 。」(16オ)
5
10
注1。 「第 」 と 「六 」 の 間 に 「五 」 を書 き抹 消 。 京 大 本 「五 」 は 抹 消 せ ず 。2.京 大 本
























字 ニテ終 ルァ リ。 如 設 ハCeneHieIllapoMbi.シャ ロメェ(7)村ト
云 フ類 也 。 是 ハ復 員 ノ時 モ猶 其 尾 字 轄 スル■ 尚(8)アリ。 又 庇bl字
oB5二轄 ス ル コ有 り。 即MHorogTaKHxbIIIapoMoBs
eCTb…… 是 ノ如 ギ]ハ シ ヤ ロ モ フ ハ… … ア リ ト云 フが 如 シ。
第 九b字 二終 ル名 辞 復 員 ノ寸 ハ其b字 ヲH,H,騨 等 二




注1.正=qa加HKb.2.正:qanHHKa.3.正:gaVaHMKoB5.4.これ らの文 字 は,そ れ
ぞ れ 前 の 語 の 下 方 に二 段 に 書 か れ て い る が,今 一 段 に 変 更 し た。 な お,こ の 部 分 は
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qa加HKHも含 め て,数 詞 との 結 合 とは 関 わ らな い複 数 主 格 形 とみ て,そ の ま ま に して
あ る 。5.正:qenoBbKa.6.正:qe皿oBiSKoBb.7.京大 本 「シ ヤ ロ メエ 」。8.r■」 の

























第十 魯語 ノ名辞二b或 ハro字ニテ終 ル辞ナシ。異邦 ノ辞 二八b[,]K)字
1
5
等 ニテ終 ル 辞 有 リ。 然te是ハ復 員 ノ寸 モ猶 同 メ轄 スルコナシ。RPnpaHb,neBro,(6)ノ
如 シ。6
第 十 －fl字 ニテ終 ル名 辞 復 員 ノ時 ハ或 ハeHH,或 ハeHa,或 ハ
flH5,或ハH,或 ハb等 二軸 メ一 定 ナキ者 ア リ。 如 設 ハfilleMfi,
苗 喬 ト云 ル単 員 ノ辞 復 員 ノ時 ハ 耳BanneMeHH,nneMeHa.
二 曹 喬[,]nfiTbnneMHHb.(7)五苗 喬 ト轄 シ又6aHfi.10
浴 桶 ト云 ル単 員 ノ辞 復 員 ノ時 ハ 八B七6aHH.二浴 桶[,]」(17オ)
注L正:耳06po雌TenH.2.正:Ao6ponilTeneta.3.正:tlecTli.4.正:AKopH.5.
正:AKopeli.6.npa昨 以 下 双 行 。 今 単 行 に な お す,綴 り 未 確 認 。7.ふ つ う
nneMeHち.し か しnneMHHbも 許 容 形 。
llflTb6aHb.五浴 桶 ト轄 スル也 。 名 辞 二 因 テ復 員 ノナキモノァ リ。
如 設 諸 金 ノ名 ノ如 キ30noTo.金[,]Cepe6po.銀[,]
X(ene30.(1)鉄.等ノ類 是 也 。
[0](2)nane)Kaxs.『韓 格
nane)KetaceMb韓格 卜辞 ス。 七 等 ア リ。
第 一 ハHMHHHTenbHoti.(3)主 格



















《OCTeneHHxbypaBHeHifi》に な ら う 。3.正:HM－
第 七 ハfipenne>KHoti.(1)示 格




肇審n轟 ‥f元 ・C:;・ 声.
二尊シタフタリ 又 ヨセリタ怖レ ーヲ神第役
JIK)6HH60Hc兄(3)Bora.四格
魏 ・・6・嘔6・ ゆ[,]Bce蒜鵠缶i・… ㌃.④
難 ・ξ㌫C・ ㌫ …B6;;C・.
露n・ 晶 晶 ・磁・ぼ 於B6k.
凡HMeHa名 辞 ノnane)KaXb(7)韓格 二因 テ











注1.正:npe叩o>KHon.2.は じ め60nflと 書 き 語 頭 をB－ と 訂 正 し て,一 部 抹 消 。
京 大 本 同 じ 。3.正:60ncfl.4.BceMoryluitZBorb.の2語は 前 の 語 の 下 方 に 書 か れ て
い る が,今 移 し た 。5.正:Co3naHs.6.京 大 本noMHmH朋 亘.7.正:nane)KM.
此 中 ニテ五 種 ハCyllleCTBHTenbHoeHMfi.
實 名 辞 ノ轄 例 也 。 尚 一 種 ハnPMnaraTenbHoe







賞 此期 ス所ハ雛 及・髄 ・・字二止・レ名辞ト陰極ノ・字二止マル稿 ノ格二因・轄移スル
例ヲ示ス。7
司B・ ・B・n・.隊 長 ハllYH・.月 ・・H・HH.賄 賂 ハ
司B・ ・B・nbl.全 ノ"YHbl.・ ノH・H・.・ ノ
言IB・ …nb.全 二ny・b.・ 二HflHb.・ 二10
劉B・ ・B・ny.全 ヲJ'ly・iy.(・)・ ヲH・H・ ・.。 ・
憂IB・ ・B・n・.全 ・JlyHa.。 ・HflHfl.・ ・
爾IB・eB・n・r・.全 ・ リ[,]トJlyH・}・.。 ・ リ[,]トH・H・r・.。 ・ リ
竈IO…B・nb.全 二 於 テO醐.・ 二 於 テ0・HHb.・ 二於 テ」(18ウ)
注1.正:HMe肌.2.正:JlyHy.
竃1
司B・ ・B・nL・!・)隊 長 ハJlyHbl.月 ハH….編 ハ
副B・ ・B・n・.(・)・ ノnyHb.・ ノH・ ・Hb.・ ノ
雇IB・ ・B・n・M・.・ 二ny・ ・M5.。 二HflH・IM・.・ 二
91B・eB・nb・(… ヲJlyHbl.・ ヲH・H・ ・(・)・ ヲ5
藷IB・eB・ ・bL・ ・llYHbl.・ ヨHflH・.。 ・
褒IB・ ・B・n・M・.・ ・ リ[,]トJlyH・M・.・ ヨ リ[,]トHflHflM・.・ ヨ リ
竈1・B・ ・B・naxs.(・)・二 於 テO・y・a・b.・ 二 於 テO…Hflx・.・ 二 於 テ
CKnoHeHieBTopoe.轄例第二
髪 二示 ス所ノ中種ノEノ 字及 ヒO字 ニテ止マル名辞 ノ轄移スル例 ヲ出ス。10
軍 貝

















注1.は じ めBoeBonanbiとあ っ て,-na－を 抹 消 。 京 大 本 同 じ 。2.は じ め
BoeBonoBsとあ っ て,-no－を抹 消 。 京 大 本 同 じ。3.正:BoeBons.4.正:HflHb.な
お京 大 本 はHfiHH.5.前置 詞 のoは 叙 下 方 に 小 書 き。 今 移 した 。
復 員








髪ニハb字 及ヒ短ク詰ルta字二止マル名辞 ト陽極 ノb字 二終ル名辞 ノ
韓例 ヲ示 ス。 軍 貝
割 一.僧 ハC・n…ta・ 鶯 ノ＼Cbl・b・(10)属 名 ハ
霧1-.…C・n・ ・bfl・tttCbl…ひ
豆1…y.…C・ …b・ ・.一 ・C…y・
霧1-.C・ …BbH・Cblga・
憂1…15.C・n…rt.Cblqb・(10)






注1.は じ めropeHと書 き,eを 抹 消 しHをflと 訂 正 。 京 大 本 一肌2.は じ め
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BonoTsと 書 き,語 末 をHに 訂 正 し て 一 部 抹 消 。 た だ し 正:BonoTa.3.正:Cep-
nenb.4.正:ropeti.5.正:60noTaMs.京 大 本60noTaMs.6.正.=60HoTa.7.正=
60noTa.8.正:60noTaMH.9.正:060noTaxs.10.正:Cblqs.し た が っ てbで 終











































































注1.正:ConOBbH.ゴ ロ ヴ 二 一 ソ の 原 文 で はConOB頭 で あ っ た 可 能 性 あ り 。2.
正:Cblqeta.ただ し 俗 用 形 と し て －eBちの 語 尾 も あ っ た 可 能 性 あ り。3.正:JlecTH.4.














































































注1.正=nneMeHH.も う ひ と つ の 許 容 形nneMH.2.正:BpeMeHH.も う ひ と つ の 許








































凡右(3)二出ス韓例ハ諸 名辞 ノ轄 移スルノ例 ヲ蓋 スニ非 ス。轄 例右③二出ス老 ト異 ナ
ル有 り。 然 任是 ハ 述 尽 シ
難 シ。 故 二宜 ク習 練 二因 テ知 り得 可 シ。 即 左(4)ノ轄 例 中 二qenOBiSKS,人[,]
Xonons,寒[,]6naronbTenb,仁者[,]月Kopb錨 ト云 フ名 辞 ノ
中 二qenOBBKS人[,]Xonons寒 ハ5字 二終 ル揚 程 ノ名 辞 也 。 然 二
又(5)6naroniSTenb.仁者[,]flKopb.錨ノニ 名
10
辞モb字 ニテ終ル陽極 ノ名辞 也。 然二辞二因テ韓方 ヲ異ニスル有 り。即左(4)二其異
例 ヲ15
出ス。是 ヲ見 テ轄例 ノ蓋 ス可 ラス。唯習練 二非 スンハ能ハサル寸ヲ知ル可シ。」(21オ)
注1.も う ひ とつ の 許 容 形nneMfiHS.2.もうひ と つの 許 容 形BpeMHHb.3.現実 に は
「左 」。4.現 実 に は 「右 」。 以 下 で は 一 々指 摘 せ ず 。5.「又 」 の 字 の 前 に 「辞 二因 テ轄 方
































是 ハ種 類 員 数 轄 格 井 比 較 階 級 後二詳也。二 因 テ韓 移 スル也 。
[0](6)Po雌.種 類
HpllnaraTenbHblflHMeHa属名辞 ノ 揚 程 ナル者 ハ」(21ウ)
10
注1.正:fiKopfi.2.正=6nar卯 七TeneMち.3.正:XononoMs.4.正:flKopeMs.5.
正:OfiKopt.6.23オ 《OCTeneHHxbypaBHeHi">>によ る 。
辞尾二短ク詰ル亘字有 リ。陰極 ナル者ハ辞尾 二元字アリ。 中種 ナル者 ハ辞尾二





属 名 辞 モ實 名 辞 ノ如 ク単 復 ノ員 数 ア リ。 實 名 辞 復 員 ナル時 ハ属 名 辞 モ亦
復 員 ニメ連 用 スル也 。 其 例 左 ノ如 シ。
単 員 復 員
　　 　　　
X・p・meta(3)・en・・iSKbX・P・mi .enK)AH.
辞 尾ta字 二止 マル陽 極 ノ属 名 復 員 ノ時 ハ此ti字 ヲe字 二代 ヘル也 。
亦 辞 尾A或 ハe字 二止 マル陰 極(4)及ヒ中 種 ノ属 名 辞 共 二辞 尾 二
月 ヲ置 ク也 。 如 設 ハ





















注1.-afiのaとHの 間 に1字 抹 消 。 京 大 本 同 じ。2.23オの 《OCTene朋x6ypaBHe-
Hifl》に よ る。3.-p－は は じめnと あ った もの をpに 訂 正 。 京大 本 は 明 瞭 にp.4。「種 ノ」
とあ っ た 「ノ 」 を抹 消 。 京 大 本 もほ ぼ 同 じ。5.正:CBiSTnblA.6.正:yTpo.7.正:
yTPa
[O](1)nane)KaXb.轄格
実名辞二韓移スル諸格有 ヵ如 ク属名辞ニモ亦然 リ。故二是 ヲ連用







































































注1.23オ 《OCTene朋xsypaBHeHifi》に よ る 。2.正:>KapKoti.3.正し く は
flcHblfi.しか しflcHotaの形 も許 容 形 。4.正:■cHyK).5.正:)KapKMMb、6.はじめ
flcHblxbnoronsとあ っ た もの を形 容 詞 語 尾 部 分 －blx5を抹 消 して 下 にoroと訂 正 し,









幕O・K・p-n・ ・xb.(・)OH・Hblx・ ・…n・s.OKH・n・ ・xbA6」・・axs・(2)5
0CTeHeHfixsypaBHeHifl.比較 階 級
諸 物 ノ性 質 形 状 ヲ云 フ時 二他 物 ト比 較 セズメ云 フ寸 ハnPHnaraTe-
nbHoeHMiS(6).属名 辞 ヲ轄 用 スル■ナシ。 是 ヲnono>KtaTenbHoM5
CTelleHH(7)平階 ト名 ル也 。 其 例 如 下 。
YMHotageHoBiSK5.怜{利ノ人[,]Fnynasi(8))KeHluHHa.痴ナル婦人10
二 物 ヲ比 メ 其 中 ノ勝 レタル ヲ斥 ス。 是 ヲYpaBHHTe"bHOticTeneHb.
比 階 ト名 ク。 設 如 ⑨ ハ
FocnonHHbAyMH士eFocno丑HHaB.ア君ハ ウ君 ヨ リ怜{利ナ リ。
rocno>KaCrnyntSerocno>Ka(10)n.エス君 ハ デ ィ君 ヨ リ痴 ナ リ ト云 ヘル ノ類 是 ナ
リ。」(23オ)
注1.正:)KaPKHMS.2.ス ペ ー ス の 関 係 上 形 容 詞 の 下 方 二 段 に 書 か れ て い る が,今
移 す 。3.正:KHcnblMsfl6noKaMb.4.正:刃 くapKHMH.5.正=noro八aMH.6.正:
HMA.7.正=nono)KHTenbHoticTeneHb.8.rとllの間 にyの 文 字 あ り抹 消 。 京 大 本 同
じ。9.「 設 如 」 マ マ 。10.正:rocno)Kva.'
事 物 ヲ比 ソ其 一 ノ勝 レタル ヲ撰 ミ云 フ。 是 ヲnpeBocxonHoti
CTeneHb.勝階 卜名 フ。 如 設 ハ
　　　ハ ほロ　ナリぐ 　テニ　 ノ　　　
rocno貝HHsAyMH七H田iH(1)M3bMy田HHる.(2)
　エス　ハ ぽあナリレ 　テニ　 ノ　　　　
rocno>KaCmyfibHIIIa兄(3)H3b)KeH画HHち.
陰 陽 中 ノ三 種 ノ辞 品 陽 極 ノ辞 ニテ(4)no∬o)KHTenbHaro(5)cTeneHb.
各 階 二軸 移 スル法 如 下 。
平 階 ヨリypaBHHTenbHaro(6)cTeneHb.比階 二軸 スルニハ
平階 ノ辞 尾 ノ字 ヲbe二 代 ルナ リ。 如 設 ハ
MynPbiit(7)利発ナル 是 ヲMyApbeヨ リ利発 ナル ト作 シ





CepnHTbln短慮 是 ヲCepnHTtleヨリ短慮ナ リ ト作 スナ リ。 又
npeBocxonHaro(10)cTeneHb勝階 トナスニハ 比 階 ノ
辞 尾 二mitaノ字 ヲ加 フ。 如 設 ハMynptSll皿in(ll)最モ利発」(23ウ)
注L正:yr・fHiSn田 泣2.正:My)KqHH5.た だ しMYIIIHHbの綴 り も 俗 用 さ れ た 。3.
正:myn胡 瓜a兄.4.正:「 揚 程 ノ 辞 ニ テ 」 はnono》KHTenbHaroの上 方 に 書 か れ る が,
今,移 す 。5.正:fiono>KHTenbHon.6.正=ypaBHHTenbHoti.7.はじ めMynpnebiVa
と あ る も の のneを 抹 消 。 京 大 本:MynpTHM.抹 消 な し 。8.正:CqacTnHBblfi.9,
正:CqacTnHB七e.10.正:npeBocxonHofi.11.正:MynpiSHmin.
CgacnllBbHmiti(1)最モ幸福[,]Cep貝HT切m揃(2)
最モ短慮 卜作 スヵ如 シ。 ○陰 極 ノ辞 八端 尾 ノe,n,及 ヒi字 ヲfl字二
代 ル也 。 如 設 ハHts》KaH.(3)温順[,]曲K曲 見 ヨリ温 順[,]
HわKH七HIIIa〆4)最モ温順[,]npeKpaCHafl美麗[,]
npeKpac昨月.ヨリ美麗[,]npeKpacHbH皿an(5)最モ美 麗 トナ スナ リ。
中 種 ナル辞 ノ轄 例 ハ右 ノ陰 極 ノ轄 例 卜同 シ。 ○平 階 ヨリ勝 階 エ
轄 スル ニ今 一 法 ア リ。 是 ハ平 階 ノ辞 二npe或 ハHaHノ 字 ヲ冠 シ或 ハ又
CaMb・ti最ノー 辞 ヲ冠 セシメテnpeMYAPblta最利 襲[,]
HavanpeKpacHaA最美 麗[,]CaMaAH七)K-
Hafi最温 順 ナ ド作 ス事 ア リ。 亦 時 トシテハ二 三 辞 ヲ冠 メ(6)





樋m朋.5.正:npeKpac吐 血 朗.6.「 冠 メ 」 の 後 に 「辞 二因 テ比 」 の 一 文 が あ っ て,抹
消 。7.HaHは 分 離 し て 書 か れ て い る 。 正:HaHnpeKpac埴田a月.














比 階 ノ辞 ハ単 複 及 ヒ七 韓 格 二因 テ変 移 スル事 ナ シ。 然 圧勝
階 ノ辞 ハ単 復 二 因 テ変 シ轄 格 二因 テ轄 移 スル也 。 是 等 二 因 テ轄 変
スル法 ハ平 階 ナル属 名 辞 ノ轄 例 ト相 同 キ也 。」(24ウ)
5
10
注1.正:xopomita.た だ しxopometiも許 容 形 。2,正:nyq田in.た だ し ロ モ ノ ー
ソ フ にnyTgitiの形 あ り。3.正:HaMnyq田in.た だ し －etaは許 容 形 。 ま た ロ モ ノ ー ソ フ
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